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	会議区分
	会　議　・　打合せ　・協　議
	文書番号
	安総務第6668号

	
	
	決裁期日
	令和６年３月18日

	名　　称
	令和５年度第３回安平町行政改革推進委員会

	日　　時
	令和６年３月18日　午前・午後　　　１０時００分 ～　１０時４５分

	場　　所
	安平町役場総合庁舎　２階大会議室

	出 席 者
	　委　員　４名　水野委員長、真保副委員長、田村委員
　事務局　７名
　　事務局　木林総務課長、野田
　　　　　　政策推進課　山口参事、木村補佐、橋本主幹、郡主事
　　　　　

	会議概要

（要点記載）

	１．開会

２．委員長あいさつ

・委員長よりあいさつ
３．付議事項

（１）町分譲地（若草団地、ラ・ラ・タウンおいわけ）の分譲価格決定について
別紙議案により、政策推進課　木村補佐より説明。

　令和５年度の販売実績について説明。「ラ・ラ・タウンおいわけ」１区画で販売率93％、「若草団地」１区画で販売率97％の実績となった。
　取り組み実績として、ハウスメーカーへのＰＲを実施。令和６年度の取り組み予定について説明。

　あわせて、ラ・ラ・タウンおいわけ宅地周辺に設置してある外側フェンスについて、ＪＲ北海道と協議の上、損傷個所の修繕と一部撤去を実施。
【質疑・意見】

「水野委員長」
〇　なかなか売れない状況にある。
「真保委員長」
〇　ラピダスの関係で令和６年度が重要な年となる。
「事務局」
〇ＪＲ追分駅の利便性も活かしていきたい。
「水野委員長」
〇　ラ・ラ・タウンのキャンペーン価格と若草団地の分譲価格差について、造成価格の違いがあったからになるのか。
「事務局」
〇長期優良住宅助成金が若草団地にはあるので、その部分を考慮すると若草団地のほうが分譲価格が安くなる計算になる。

「田村委員」
〇町で実施している子育て世代に対する施策などの情報が行き渡れば問い合わせも増えると思う。
「真保委員」
〇ハウスメーカーがうまくＰＲに使ってくれれば、売れると思う。
「事務局」
〇安平町で土地を探しているとこちらまで連絡をくれるので、担当者の顔を知ってもらうことで問い合わせをしてもらえる。
〇担当者がハウスメーカー42社をまわって営業をしてきている。

「田村委員」
〇ラ・ラ・タウンについては、町内居住者と差があるが、町内居住の基準は。
「事務局」

〇安平町に住んで１年以上となっている。
「水野委員長」
〇ラピダスの進出に伴う部分については、ハウスメーカー以外に会社の方へ直接話をもっていっても良いのではないか。
「事務局」
〇その手法は良いと思うので、今度、恵庭市・千歳市に住んでいる方で宅地を探す方で相談があった場合にはＰＲをしていきたい。
「田村委員」
〇町の良いところばかりではなく、すべてを説明してもらえればと思う。
「事務局」

〇集落支援員と移住相談があった際に町内をＰＲしてもらっているが、安平町の良い部分も悪い部分も全ての部分を知ってもらえるよう、問い合わせには対応している。

「田村委員」
〇町中を歩いていると空き家が目に付く。宅地のほか、空き家の利活用なども含め色んな視点で取り組みができればと思う。空き家の持ち主とも話が繋がるような取り組みも大切だと思う。
「水野委員長」
〇残っている宅地について、公共用地として町が利活用する予定は無いか。
「事務局」
〇まずは、完売を目指す。
「真保委員」
〇ＪＲとの土地境界のフェンスについてはどのような状態になっているか。
「事務局」

〇ＪＲからは撤去せずに残してほしいということであった。住民からも撤去してもらって良かったという方と、残してほしいという両方の意見があったので、今回の対応で様子を見ていきたい。
※出席委員了承

（２）男女共同参画基本計画について
「事務局」
〇本日協議予定としておりましたが、３月14日に庁舎内での検討会や、国の動きでＬＧＢＴの議論もある事から、もう少し丁寧な議論を進めていきたいと考えたため、一度取り下げをして継続して検討をしていきたいと思います。
４．その他

なし
５．閉会
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